
5領域とのつながりを明確化した支援内容 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な支援内容 

 

健康状態の把握  

①  ご自宅送迎時、来所時、学校引き渡し時等 に対応した職員へ伝達をお願いいたします。又は ohana へご連絡ください。 

②  ohana に到着した時刻と休日利用日は昼食前に検温と視診を行います。 

③  【鼻水が出る】【咳が出る】等の自らの体調についても意識できる 健康状態の維持・改善 よう鼻のかみ方やマスクの着用等の療育をおこないます。 

 

健康状態の維持・改善 

①  集団活動等においてオハナでは、ビジョントレーニングを取り入れた活動を中心 に、運動・感覚・工作・ゲーム等ができる環境を 提供いたします。また、体力の維持及

び運動能力の向上、自分でできたが増えるように支援いたします。  

 

基本的生活スキルの獲得  

①   ohana での日常生活や個別支援の中で、整理整頓（片付け）の習慣 がつけられるよう、個人用のロッカーの設置、玩具置き場には実物の写真を貼り付けて物の把

握を行えるようにします。  

②   食後のうがい（歯磨き）、来所時には手洗い・うがい・排泄の後は手洗いが自然と行えるよう生活環境を整え指導しています。  

 

構造化等により生活環境を整える 

① 個別・集団活動等、様々な遊びや体験を通して全体の状況や流れを学ぶことができるようにプログラムを組んだ支援を行っています。  

② お子様一人ひとりの特性に合わせて声や指示を掛けるタイミングや状況を理解 できるように環境を設定します。 

 



5領域とのつながりを明確化した支援内容 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な支援内容 

 

姿勢と運動・動作の向上 

①  日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ります。 

・ 生活内での基本的動作を主に（靴の着脱、手洗い・うがい・排泄・食事等）  

②  個別・集団活動の中で、椅子、机を用いて支援を行い正しい姿勢の習得を目指します。  

・ ビジョントレーニング（ボディーイメージ）を取り入れお子様一人ひとり体のバランスが整えられるように支援いたします。 

③  毎週木曜日は外部から講師を招き、集団で体操を通じ基礎体力の向上、筋力の維持、強化を図ります。 

 

補助的な手段の活用  

① お子様が使用している眼鏡や装具、食事においてはスプーンやフォーク、お箸などの食具等、各種の補助ツールを効果的に活用できるように支援いたします。 

② 五感で楽しめるよう季節に応じた制作活動を提供して基本的な【感覚】を楽しみながら自身で感じられる ように支援いたします。 

 

保有する感覚の活用  

① 保有する五感を最大限活かすことができるように、遊びを通して支援いたします。  

② ビジョントレーニングを通じて目と体のチームワークを整え、見る力、バランス感覚など体の使い方や強弱・方向の感覚 つけられるように支援いたします。 

 

 

 

 



5領域とのつながりを明確化した支援内容 

 

 

具体的な支援内容 

 

認知の発達と行動の習得 

① お子様一人ひとりの特性に応じた、五感を十分に活用して 必要な情報を収集しやすいように、ビジョントレーニングを通して 色や形（絵や文字） 、音や声 、香りや

味 、触り心地や温度 が直接わかるように認知機能の発達を促すことのできる支援  

② 個別・集団活動の中で活動内容から情報を収集しやすいようにイラストや写真を用いて手順を習得、実際に自らが行動に繋げられる ように支援いたします 

 

空間・時間・数等の概念形成の習得  

① 多い・少ない・大きい・小さい・長い・短い を提供いたします。 し、言葉や実際に指導者が演じて内容として、実際に自らが行動に繋げられる ように支援いたします。 

などの概念が【目で見て理解できる（ビジョントレーニング）】具体的な対象物を用いて 見るを意識した支援をいたします。  

・ （例） ブロックの数・ボールの大小・紐の長さなど視覚的要素から概念形成を促します。  

・ （例） 午前中のプログラム・昼食・午後のプログラムをホワイトボードに掲示して時間の概念形成を促します。  

 

対照や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得  

① イラストや写真、ホワイトボードなどを用いて、自身で理解できる情報を適切に処理し（促し） 一人ひとりの特性に配慮し支援いたします。  

② お弁当やおやつ等を含め、こだわりや偏食 についても部分的に自らが解除できる 、自身で選択できる ように支援いたします。 

 

 

 



領域とのつながりを明確化した支援内容 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な支援内容 

 

言語の形成と活用  

① お子様一人ひとりの特性に合わせて具体的な体験や意味の理解 ができるように【目で見て理解できる（ビジョントレーニング）】 内容を掲示して指導者が代弁して、そ

の事実を声や言葉・音として覚えられる ように支援いたします。  

② 言葉を通して身近な物や人を表して受容が行えるように支援いたします。  

 

言語の受容及び表出  

① 受容が少しずつ進み自ら伝えたい、発信したいと思えるような指導者との信頼関係 を構築していきます。  

② 絵本の読み聞かせ、対象物を同語反復練習をお子様一人ひとりの気持ちの代弁経験 を通して支援を行います。  

 

コミュニケーションの基礎的能力の向上と手段の選択と活用  

① 言語的コミュニケーションが図れるお子様に対して、正しい言葉の理解と活用方法 を繰り返しその場面に応じて伝え支援いたします。  

② 非言語的コミュニケーションが図れるお子様に対して、場面に応じたジェスチャーや仕草、表情や態度 を繰り返し伝え、支援いたします。 

 

 

 

 

 

 



5領域とのつながりを明確化した支援内容 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な支援内容 

 

アタッチメント形成  

① 話す・聞く・触れるなどのコミュニケーションを通して、人との関係を意識し、身近な人との信頼関係を構築していきます。 その信頼関係をベースに周囲の人や友達と

安定した関係を形成するための支援を行います。  

② 遊びや経験を通して指導者がお子様一人ひとりの気持ちを代弁して対人関係を円滑に促します。  

 

自己の理解とコントロールのための療育  

① 指導者はお子様一人ひとりの特性を理解して、声掛けや指示のタイミングを統一して支援いたします。  

② できる・できない等の自身の行動特性を理解し、気持ちや感情の調整ができるように配慮して支援いたします。  

 

集団への参加と療育  

① お子様一人ひとりの特性を理解して状況や状態に合わせて苦手意識を限りなく少なく配慮できるように促し、集団活動へ参加できるように支援していきます。  

③  安心して参加できるように指導者が側にいることで安全第一となり、指導者自らが楽しむことができるように活動の設定を施します。  

④  相手の気持ちや状況の理解が円滑に行えるように指導者がフィルターとなり代弁して相互理解が図れるように支援いたします。 

 

 

 

 

 



「支援」を行う環境を大まかに分けると図のように「発達支援（本人支援）」「家族支援」「地域支援」からなり、個々のニーズに対して、支援ごとの「目的や目標」を

達成するために、必要な「支援内容」を具体的に提供していきながら総合的に支援を行います。この支援そのものをお子様が将来日常生活や社会生活（参加）を円

滑に営めるようにすることが最終目的となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3つの支援が支える子どもの成長 

お子様にとって「支援」を行う環境は「発達支援（本人支援）」「家族支援」「地域支援」という 3 つの視点に分けることができます。 

• 発達支援（本人支援）: お子様一人ひとりの個性や特性に寄り添い、必要なサポートや学びの機会をつくることで、心身の成長を促します。 

• 家族支援: 保護者の皆さまの相談や悩みに耳を傾け、一緒に解決策を考えたり、必要な情報をお伝えしながら、ご家庭での過ごし方をサポートします。 

• 地域支援: 地域の学校や関係機関との連携を図りながら、社会に開かれた活動を行うことで、お子様が地域の中で安心して過ごし、将来にわたって自分

らしく暮らせる環境づくりを目指しています。 

 

 

発達支援

本人

地域支援家族支援



• 5 領域の支援内容 

ohana 取り組んでいる「5 領域の支援」についてご紹介します。「発達支援（本人支援）」のうちお子様の成長発達に関わる領域を、放課後等デイサービ

スガイドラインでは『5 領域』に分け支援しています。 

以下のような取り組みを行い、お子様の成長のお手伝いをさせていただきます。 

 

 


